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はじめに

　東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林秩父演習林（以下，秩父演習林）では，薪炭採

取に伴って老齢天然林に皆伐または皆伐に近い伐採が行われたのち再生した林地および不成績造

林地に由来する天然更新林分，その他山火事跡地を「二次林」に区分している（東京大学大学院

農学生命科学研究科附属演習林，2022）。二次林試験地は，1906～1965 年に皆伐または皆伐に近

い伐採が行われた後に天然更新で成立した二次林内に，森林動態に関する基礎資料を得ることを

目的として設置された長期固定試験地群である。秩父演習林第 11 期研究計画（2021～2030）よ

り従前の「再生林固定試験地」を改称したものである。1982 年および 1987 年に 15 か所の試験

地が設定された。設定から 2017 年までの測定結果は報告済みである（五十嵐ら，2005；齋藤ら，

2014；才木ら，2017）。今回は 2022 年に実施した調査データを報告する。

試験地概要および調査方法

　試験地の概況を表－1 に示す。15 か所の試験地のうち，8 か所は測定間隔が 5 年で前回測定が

2017 年，残り 7 か所は測定間隔が 10 年で前回測定が 2012 年であったが，林齢が高くなり調査

時点間の変化が小さくなってきたことから秩父演習林第 11 期研究計画（2021～2030）より調査

間隔を 10 年に統一した。

　2022 年に調査を実施したのは，「1 は 2A」，「1 は 2B」，「1 は 2C」，「3 は 6」，「4 は 9A」，「5 は

1」，「5 は 8」，「10 は 1」，「12 は 1」，「18 は 1A」，「18 は 1B」，「19 は 1」，「21 は 2」，「33 は 2」

の 14 か所の試験地である（図－1）。設置当初 15 か所あった試験地のうち「4 は 9B」は地形的

にアクセスが困難となり，調査を行うには危険と判断し今回の調査より廃止した。

　調査は，2022 年 8 月下旬から 10 月上旬にかけて実施した。各試験地内に出現する胸高直径

（地上高 1.3m）が 4cm 以上の木本個体すべてを対象とし， 個体の生死や生育状態を確認した。生
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存個体については直径巻尺により 0.1cm 単位で胸高直径を測定した。測定部より低い位置で樹幹

が分かれていた場合も，胸高直径 4cm 以上であれば同一株であることを記したうえですべての

幹を測定した。進界木は新たに番号札を付けて，樹種を記録し胸高直径を測定した。前回調査時

に不明個体となっていて今回の調査時にも見あたらなかった個体は枯死したものとみなした。ま

た，各試験地の総本数の 1～2 割を占めるよう選木されている個体を対象に，Vertex Ⅳ（Haglöf, 

Sweden）を用いて 0.1m 単位で樹高を測定した。一部は Vertex での測定が困難だったため，目測

での推定値を用いた。樹高測定に際して，樹幹が著しく傾斜した個体については樹長を測定値と

した。樹長は，著しく傾斜した幹を水平面に対して垂直にした場合に最も高くなる樹冠の位置を

目測で推定し，その位置を測定することにより求めた。

データの概要

　2022 年の調査結果は附表 1－1～1－14 にまとめた。附表の測定値欄と備考欄に示す略語と記

号の説明は表－2 のとおりである。

　今回の調査で確認された樹種は 77 種であった。新たにヤマツツジが確認され ,  試験地設定以

図－1　 秩父演習林内の二次林試験地の位置
Fig. 1   Location of the Secondary Forest Plots in the University of Tokyo Chichibu Forest
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降に出現した種数の累積は 92 種となった（表－3）。このうち，15 種は今回の調査では確認され

なかった。

表－2　 附表で使用する略語と記号の説明
Table 2   Explanation of abbreviation and symbol in supplementary table
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表－3　 試験地設定以降に出現した樹種の一覧
Table 3   The list of species occurring in the plots since the establishment of study sites
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　「附表 1－1～14」については，東京大学学術機関リポジトリ（UTokyo Repository）に掲載して

います。
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